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連
続
し
た
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
記
録
的
な
﹁
石
張

り
斜
め
堰
﹂
と
な
り
、
両
岸
共
に
維
持
が
非
常
に

容
易
と
な
り
ま
す
。

　
今
秋
に
始
ま
る
本
工
事
に
先
立
っ
て
、
既
に
今

年
二
月
の
段
階
で
準
備
工
事
が
本
格
的
に
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
主
幹
用
水
路
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
が
川
沿
い
を
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
年
前
の

大
洪
水
で
破
壊
さ
れ
、
大
き
く
湾
曲
し
た
主
要
河

道
が
村
々
を
奥
深
く
え
ぐ
っ
て
い
た
の
で
す
。
六

ケ
村
は
昨
年
一
〇
月
の
段
階
で
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の

難
民
化
を
決
め
て
い
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
多
大
の
協
力
を

得
て
︵
二
〇
一
一
年
一
〇
月
︶、
緊
急
に
河
道
変

更
工
事
を
実
施
、
難
民
化
を
食
い
止
め
ま
し
た
。

作
る
べ
き
用
水
路
本
幹
が
流
失
し
て
い
て
、
急
流

の
底
に
消
え
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
ま
た
大
規
模

な
河
道
復
旧
工
事
と
な
り
、
失
地
を
回
復
、
辛
う

じ
て
秋
の
工
事
の
備
え
が
成
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
︵
国
際
治
安
維
持
軍
︶に

よ
る
女
子
学
童
へ
の
銃
撃
事
件
が
あ
り
、
重
軽
傷

一
六
名
を
出
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
村
民
の
懇
請

に
従
い
、
校
舎
建
設
を
も
同
時
に
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。﹁
緑
の
大
地
計
画
﹂
は
、
こ
の
カ

シ
コ
ー
ト
を
以
て
、
仕
上
げ
の
段
階
に
入
っ
た
と

言
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
ベ
ス
ー
ド
、
カ
マ
、
ク
ズ
ク
ナ
ー
ル
三
郡
︵
カ

シ
コ
ー
ト
を
含
む
︶の
耕
地
は
計
一
六
五
〇
〇
町

歩
、
六
五
万
人
の
農
民
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
福
岡
県
南
部
の
筑
後

平
野
の
復
活
に
等
し
く
、
人
々
が
生
き
る
基
礎
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
３
　
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
「
一
斉
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

」

　
建
設
事
業
は
確
か
に
多
大
の
費
用
、
労
力
、
技

術
や
工
夫
を
凝
ら
し
、
目
に
見
え
る
結
果
を
残
し

ま
す
。
し
か
し
実
は
、
維
持
保
全
態
勢
の
確
立
が

な
い
と
、
完
成
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
目
立
ち
ま
せ

ん
が
、
建
設
以
上
に
は
る
か
に
忍
耐
と
努
力
が
要

り
ま
す
。

　
二
年
前
か
ら
の
計
画
は
、
大
約
す
る
と
、
二
本

柱
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
①
用
水
路
流
域
農
民
の
結
束
と
協
力

　
②
熟
練
作
業
集
団
の
確
保
と
自
活

　
前
者
は
、
二
五
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
全
線
に
わ

た
り
、
受
益
村
落
が
責
任
を
以
て
特
定
区
間
の
維

持
に
協
力
す
る
。
先
ず
は
全
線
の
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

を
年
二

回
、
定
例
行
事
化
す
る
。
こ
う
し
て
、
流
域
農
民

洪水で流失したカシコート主幹水路地点の埋立て

マルワリード用水路25.5㎞流域各村落の代表がマドラサ校庭に集結、公的
機関筋も合流して決意表明（9月9日）

洪水により洗掘
洪水で折れたカシコート橋

河道変化で主要な流れとなり、ここにあっ
たカシコート主幹水路は地面ごと流失した
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み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

　
現
地
は
再
び
、
河
川
工
事
の
季
節
が
巡
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
昨
年
の
今
頃
は
、
ベ
ス
ー
ド
郡
の

堰せ
き

や
護
岸
工
事
が
中
心
で
、
ず
い
ぶ
ん
と
急
か
さ

れ
た
気
持
ち
で
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
こ
の
一

年
、
ベ
ス
ー
ド
郡
三
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
安
定
灌
漑

を
実
現
し
、
全
郡
の
安
定
は
近
い
と
考
え
て
い
ま

す
︵
残
さ
れ
た
タ
ン
ギ
ト
ゥ
ク
チ
堰
の
灌
漑
面
積

は
約
六
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
こ
ち
ら
は
手
が
出
せ

な
い
の
が
現
状
で
す
が
、
他
団
体
が
実
施
し
な
け

れ
ば
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
い
ず
れ
手
が
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
︶。

　
さ
て
今
秋
は
特
別
な
大
攻
勢
で
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は

現
在
、
二
つ
の
地
域
を
新
た
に
潤う
る
お
そ
う
と
し
て
い

ま
す
。
二
〇
一
二
年
か
ら
五
年
を
か
け
、
私
た
ち

の
﹁
緑
の
大
地
計
画
﹂
は
大
詰
め
を
迎
え
ま
す
。

　
１
　
シ
ギ
地
域
へ
の
送
水

　
規
模
と
し
て
は
カ
シ
コ
ー
ト
が
大
き
く
、
最
大

の
努
力
が
払
わ
れ
ま
す
が
、
シ
ギ
地
方
も
劣
ら
ず

重
要
な
と
こ
ろ
で
す
︵
５
頁
地
図
参
照
︶。
Ｐ
Ｍ

Ｓ
ガ
ン
ベ
リ
農
場
の
開
墾
と
同
時
に
進
め
ら
れ
て

い
る
の
が
、
同
地
域
へ
の
送
水
路
で
す
。
こ
れ
は

事
実
上
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
延
長
で
、
全
長
約

二･

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
末
端
か

ら
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
サ
イ
フ
ォ
ン
で
自
然
洪
水

路
を
く
ぐ
ら
せ
、
同
地
域
約
一
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
安
定
灌
漑
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す

︵
６
頁
表
参
照
︶。

　
既
に
今
年
四
月
以
来
、
サ
イ
フ
ォ
ン
両
端
か
ら

工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
集
中
豪
雨
の

危
険
が
な
い
今
冬
中
に
開
通
、
送
水
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
に
て
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
主
要

分
水
路
の
工
事
は
終
局
を
迎
え
ま
す
。

　
２
　
カ
シ
コ
ー
ト
地
域

　
河
川
工
事
で
見
る
と
、
今
秋
の
最
大
標
的
は
、

何
と
い
っ
て
も
カ
シ
コ
ー
ト
で
す
。
わ
が
主
力
は

間
も
な
く
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
対
岸
の
同
地

域
に
展
開
し
ま
す
。

　
同
地
の
灌
漑
計
画
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
昨
年

一
〇
月
か
ら
会
報
で
も
再
々
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
で
す
。
こ
れ
が
成
れ
ば
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
堰
と

Ｐ
Ｍ
Ｓ
︵
平
和
医
療
団
日
本
︶総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
　
中
村  

哲

目
的
と
精
神
は
変
ら
ず

　
　
　
　
　「生
命
」が
主
題
で
す

　
　
　

　
　
　―
―
時
流
に
乗
ら
な
い
心
あ
る
人
々
の
思
い
に
支
え
ら
れ

急激な雪解け（2年前の大洪水に匹敵）で既存用水路のベスード第二・タン
ギトゥクチ一帯は濁流に洗われた

用水路流失 200m
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漑
計
画
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
昨
年

一
〇
月
か
ら
会
報
で
も
再
々
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
で
す
。
こ
れ
が
成
れ
ば
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
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Ｐ
Ｍ
Ｓ
︵
平
和
医
療
団
日
本
︶総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
　
中
村  

哲

目
的
と
精
神
は
変
ら
ず

　
　
　
　
　「生
命
」が
主
題
で
す

　
　
　

　
　
　―
―
時
流
に
乗
ら
な
い
心
あ
る
人
々
の
思
い
に
支
え
ら
れ

急激な雪解け（2年前の大洪水に匹敵）で既存用水路のベスード第二・タン
ギトゥクチ一帯は濁流に洗われた

用水路流失 200m



5 2012 年 10 月 3 日ペシャワール会報　No.113

　
こ
の
間
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
あ
っ
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
、

政
治
混
乱
と
内
戦
の
余
波
を
受
け
、
二
〇
〇
八
年

に
中
心
が
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
移
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
日
本
側
で
は
﹁
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
﹂
と
い

う
名
称
は
変
え
ず
、
依
然
と
し
て
強
力
な
現
地
支

援
団
体
と
し
て
働
き
続
け
て
い
ま
す
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
領
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
ア
フ
ガ

ン
領
の
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
へ
、
医
療
中
心
か
ら
水

利
事
業
中
心
へ
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
現
地
活
動
は
一
見
、

大
き
な
変
身
を
し
た
よ
う
で
す
が
、
目
的
と
精
神

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。﹁
生
命
﹂
が
主
題
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
は
カ
イ
バ
ル

峠
を
自
由
に
越
え
て
仕
事
が
進
ん
で
い
た
こ
と
を

振
り
返
る
と
、
不
吉
と
も
言
え
る
時
の
流
れ
を
思

わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
戦
火
は
多
く
の
も
の
を

奪
い
ま
し
た
。
不
寛
容
な
殺
伐
さ
が
増
し
、
カ
ネ

と
武
力
が
、
人
と
人
、
人
と
自
然
の
仲
を
裂
い
て

き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
時
流
に
乗
ら
な
い
心
あ
る
人
々

の
思
い
に
支
え
ら
れ
、
心
な
い
論
評
や
妨
害
を
超

え
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
は
脈
々
と
続
い
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
状
況
に
あ
ろ
う
と
、
規
模
の
大
小
を
問
わ

ず
、
時
と
場
所
を
問
わ
ず
、
行
動
を
問
わ
ず
、
こ

の
世
界
を
辛
う
じ
て
支
え
て
い
る
の
は
誰
に
も
あ

る
人
の
温
も
り
だ
と
、
感
慨
を
深
く
し
ま
す
。

　
内
戦
は
激
し
く
な
る
一
方
で
、
政
情
は
混
乱
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
殆
ど
の

4ペシャワール会報　No.1132012 年 10 月 3 日

共
通
の
財
産
と
し
て
の
意
識
を
定
着
さ

せ
る
こ
と
で
す
。

　
後
者
は
、
洪
水
に
よ
る
破
壊
、
新
た

な
給
排
水
路
の
建
設
、
堰
や
水
門
の
補

修
等
で
工
事
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
即

時
に
着
工
が
で
き
る
よ
う
に
待
機
さ
せ

る
。
待
機
と
い
っ
て
も
給
与
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
ガ
ン
ベ
リ
沙

漠
開
拓
を
し
な
が
ら
自
活
さ
せ
、
普
段

は
農
耕
に
携
わ
る
。
こ
れ
が
﹁
自
立
定

着
村
構
想
﹂
で
、
い
わ
ば
屯
田
兵
村
に

近
い
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
の
居
住
地

と
開
墾
地
の
確
保
、
そ
の
合
法
性
の
獲

得
が
間
も
な
く
実
現
の
見
通
し
と
な
り

ま
す
。

　
最
近
の
大
ニ
ュ
ー
ス
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
副

院
長･

ジ
ア
医
師
ら
の
根
気
づ
よ
い
折

衝
で
、
遂
に
流
域
全
村
自
治
会
の
協
力

を
獲
得
、
去
る
九
月
九
日
、
用
水
路
の

﹁
一
斉
浚
渫
﹂
が
行
事
と
し
て
敢
行
さ

れ
た
こ
と
で
す
。

　
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
は
他
と
異
な

り
、
全
く
の
新
設
で
し
た
か
ら
、
新
し

い
移
住
者
や
数
十
年
ぶ
り
に
戻
っ
た
農

民
が
多
く
、
ま
と
ま
り
を
欠
く
き
ら
い

が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
長
年
の
悲

願
で
あ
り
、
完
工
式
に
劣
ら
ず
嬉
し
い

も
の
で
し
た
。

　
緑
の
大
地
計
画
―
一
〇
年
の
節
目

　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
発
足
し
て
二
九
年
、
現
地

活
動
は
二
八
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病

診
療
に
始
ま
り
、
東
部
ア
フ
ガ
ン
の
山
村
医
療
、

そ
し
て
大
き
な
転
機
が
一
二
年
前
か
ら
始
ま
る
大

旱か
ん

魃ば
つ

で
し
た
。
そ
の
後
ア
フ
ガ
ン
空
爆
、
引
き
続

く
内
戦
の
激
烈
化
の
中
で
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。

2012 年度主要工事

ベスード郡
ベスード第一取水堰

水位変動の観察と植樹、必要なら改修
タプー堰
ベスード護岸 しめきり堤の強化 ､河道変化の観察

カマ郡
カマ第一堰・用水路

水位変動の観察 ､必要なら改修
カマ第二堰・用水路

クズクナール郡

マルワリード用水路流域 ガンベリ沙漠開拓 ※
湿地化防止の排水路造成
シギ村落の安定灌漑（ガンベリ・サイフォン建設）
堰強化工事（ジャリババ）
流域村による浚渫の定例行事化

カシコート クナール河河道変更工事
交通路敷設
護岸工事（約 2.0 ㎞）
カシコート堰・用水路建設

※ガンベリ沙漠開拓は、主に以下の仕事
　① 果樹園（主にザクロ、柑橘類）の造成　② 砂防林の拡大と保全　③ 給排水路の拡大

用水路14.4㎞地点のサイフォンの浚渫作業。このサイフォン建設に携わっ
た作業員で用水路に対する愛着が強い
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①2009年マルワリード用水路開通時 ②2 0 1 1年まで

L
 

10km 
l l 

③2012年4月まで ④2012年5月以降予定

クズク

10畑
l l 

PMSによる取水堰の建設で潤される地域（耕地）

〇マルワリード堰 (2004-10)8シェイワ堰 (2008)8ベスードI(2006-12)0ベスードII(2006-08) 

Rヵマ I(2008-11)0ヵマII(2009-11)8ベスード・タブー堰 (2010-11)0カシコート堰 (2012予定）Rシギ堰 (2012予定）
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人
々
の
真
情
︱
︱
戦い

く
さ

と
外
国
人
の
干
渉
は
、
も
う

た
く
さ
ん
だ
。
故
郷
で
家
族
と
三
度
の
食
事
が
と

れ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
も
の
は
要
ら
な
い

︱
︱
と
い
う
、
こ
の
無
欲
な
願
い
が
、
誤
り
の
な

い
普
遍
的
な
人
の
営
み
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ

れ
こ
そ
が
、
活
動
の
基
礎
で
あ
り
、
活
力
の
源
泉

で
あ
り
、
ゆ
る
ぎ
な
い
平
和
に
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
。

　
理
念
や
政
局
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

平
和
と
は
座
し
て
待
つ
も
の
で
な
く
、
体
で
戦
い

と
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
時
に
は
軍
閥
や
買
弁

政
治
家
と
対
決
し
、
時
に
は
自
ら
の
欲
望
＝
過
大

な
豊
か
さ
へ
の
固
執
・
我
欲
と
対
峙
し
、
人
の
分

限
を
超
え
た
過
信
を
排
し
、
天
意
を
尊
ん
で
恵
み

に
感
謝
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
最
近
、
ア
フ
ガ
ン
軍
兵
士
や
警
官
が
外
国
兵
を

射
殺
す
る
事
件
が
更
に
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
大

半
が
非
政
治
的
な
も
の
で
す
。
一
一
年
前
、
米
軍

の
﹁
報
復
爆
撃
﹂
で
、
罪
の
な
い
ア
フ
ガ
ン
人
が

大
量
に
死
に
ま
し
た
。
あ
の
頃
、
散
乱
し
た
肉
親

の
死
体
を
無
表
情
に
集
め
て
い
た
子
供
た
ち
、
空

腹
を
抱
え
て
硝
煙
の
中
を
逃
げ
ま
ど
い
、
死
ん
だ

両
親
に
取
り
す
が
っ
て
泣
い
て
い
た
子
供
た
ち
、

彼
ら
が
今
、
血
気
盛
ん
な
青
年
で
す
。
追
い
つ
め

ら
れ
た
彼
ら
の
心
情
を
思
え
ば
、
非
は
何
れ
に
あ

る
の
か
、
断
ず
る
の
に
躊
躇
し
ま
す
。﹁
剣
で
立

つ
者
は
剣
で
倒
さ
れ
る
﹂。
真
理
で
す
。

　
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
も
ま
た
、

大
き
な
転
換
点
を
生
き
て
い
ま
す
。
人
同
士
の
関

係
だ
け
で
な
く
、
人
と
自
然
の
関
係
に
お
い
て

も
、
ア
フ
ガ
ン
で
起
き
た
こ
と
は
、
形
を
変
え
て

世
界
中
で
起
き
ま
す
。

　
日
本
自
身
が
苦
し
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
き
な

お
支
え
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、﹁
緑
の

大
地
計
画
﹂
一
〇
年
の
節
目
に
当
た
り
、
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
四
年
九
月
　
記

中な
か

村む
ら

　哲て
つ

⋮
九
州
大

学
医
学
部
卒
。
専
門

＝
神
経
内
科
︵
現

地
で
は
内
科
・
外

科
も
こ
な
す
︶。
国

内
の
病
院
勤
務
を
経

て
、
一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
・
パ
ク
ト
ゥ

ン
ク
ワ
州
︵
旧
北
西
辺
境
州
︶の
州
都
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来
二
八
年
に
わ
た
り

ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し

た
、
貧
困
層
の
診
療
に
携
る
。
一
九
八
六
年

か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を
開

始
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山
岳
部
に
三
つ
の
診
療

所
を
設
立
。
九
八
年
に
は
基
地
病
院
Ｐ
Ｍ
Ｓ

を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病
院
・
診

療
所
で
患
者
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
パ
キ
ス

タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠
点
に
巡

回
診
療
も
開
始
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
旱
魃
対
策
の

た
め
の
水
源
確
保
︵
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ

の
復
旧
。
作
業
地
千
六
百
ヶ
所
以
上
︶事
業

を
実
施
。
さ
ら
に
〇
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン

東
部
山
村
で
の
長
期
的
復
興
計
画
﹁
緑
の
大

地
計
画
﹂
を
継
続
、
〇
三
年
三
月
か
ら
は
灌

漑
水
利
計
画
に
着
手
し
、
一
〇
年
三
月
全
長

二
五
・
五
キ
ロ
が
開
通
し
た
。
年
間
診
療
数

約
四
万
五
千
人
︵
二
〇
一
一
年
度
︶。

ガンベリ沙漠の平和ケ丘で職員たちと中村医師

6ペシャワール会報　No.1132012 年 10 月 3 日

シギ取水口＝調整機能なし
緩傾斜のシギ上流村落 シギ下流村落

●取水量増加で湿地が発生しやすい ●取水量を減らすと水が行き渡らない

①現在の灌漑状態

②マルワリード分水と取水口による調節

水門で取水量調節＝上流に必要な水量だけに制限

シギ・サイフォンから分水＝下流域のみを潤す

クナール河へ排水

ガンベリ沙漠とシギ地区

シギ灌漑方針・要図
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人
々
の
真
情
︱
︱
戦い

く
さ
と
外
国
人
の
干
渉
は
、
も
う

た
く
さ
ん
だ
。
故
郷
で
家
族
と
三
度
の
食
事
が
と

れ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
も
の
は
要
ら
な
い

︱
︱
と
い
う
、
こ
の
無
欲
な
願
い
が
、
誤
り
の
な

い
普
遍
的
な
人
の
営
み
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ

れ
こ
そ
が
、
活
動
の
基
礎
で
あ
り
、
活
力
の
源
泉

で
あ
り
、
ゆ
る
ぎ
な
い
平
和
に
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
。

　
理
念
や
政
局
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

平
和
と
は
座
し
て
待
つ
も
の
で
な
く
、
体
で
戦
い

と
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
時
に
は
軍
閥
や
買
弁

政
治
家
と
対
決
し
、
時
に
は
自
ら
の
欲
望
＝
過
大

な
豊
か
さ
へ
の
固
執
・
我
欲
と
対
峙
し
、
人
の
分

限
を
超
え
た
過
信
を
排
し
、
天
意
を
尊
ん
で
恵
み

に
感
謝
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
最
近
、
ア
フ
ガ
ン
軍
兵
士
や
警
官
が
外
国
兵
を

射
殺
す
る
事
件
が
更
に
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
大

半
が
非
政
治
的
な
も
の
で
す
。
一
一
年
前
、
米
軍

の
﹁
報
復
爆
撃
﹂
で
、
罪
の
な
い
ア
フ
ガ
ン
人
が

大
量
に
死
に
ま
し
た
。
あ
の
頃
、
散
乱
し
た
肉
親

の
死
体
を
無
表
情
に
集
め
て
い
た
子
供
た
ち
、
空

腹
を
抱
え
て
硝
煙
の
中
を
逃
げ
ま
ど
い
、
死
ん
だ

両
親
に
取
り
す
が
っ
て
泣
い
て
い
た
子
供
た
ち
、

彼
ら
が
今
、
血
気
盛
ん
な
青
年
で
す
。
追
い
つ
め

ら
れ
た
彼
ら
の
心
情
を
思
え
ば
、
非
は
何
れ
に
あ

る
の
か
、
断
ず
る
の
に
躊
躇
し
ま
す
。﹁
剣
で
立

つ
者
は
剣
で
倒
さ
れ
る
﹂。
真
理
で
す
。

　
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
も
ま
た
、

大
き
な
転
換
点
を
生
き
て
い
ま
す
。
人
同
士
の
関

係
だ
け
で
な
く
、
人
と
自
然
の
関
係
に
お
い
て

も
、
ア
フ
ガ
ン
で
起
き
た
こ
と
は
、
形
を
変
え
て

世
界
中
で
起
き
ま
す
。

　
日
本
自
身
が
苦
し
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
き
な

お
支
え
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、﹁
緑
の

大
地
計
画
﹂
一
〇
年
の
節
目
に
当
た
り
、
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
四
年
九
月
　
記

中な
か

村む
ら

　哲て
つ

⋮
九
州
大

学
医
学
部
卒
。
専
門

＝
神
経
内
科
︵
現

地
で
は
内
科
・
外

科
も
こ
な
す
︶。
国

内
の
病
院
勤
務
を
経

て
、
一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
・
パ
ク
ト
ゥ

ン
ク
ワ
州
︵
旧
北
西
辺
境
州
︶の
州
都
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来
二
八
年
に
わ
た
り

ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し

た
、
貧
困
層
の
診
療
に
携
る
。
一
九
八
六
年

か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を
開

始
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山
岳
部
に
三
つ
の
診
療

所
を
設
立
。
九
八
年
に
は
基
地
病
院
Ｐ
Ｍ
Ｓ

を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病
院
・
診

療
所
で
患
者
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
パ
キ
ス

タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠
点
に
巡

回
診
療
も
開
始
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
旱
魃
対
策
の

た
め
の
水
源
確
保
︵
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ

の
復
旧
。
作
業
地
千
六
百
ヶ
所
以
上
︶事
業

を
実
施
。
さ
ら
に
〇
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン

東
部
山
村
で
の
長
期
的
復
興
計
画
﹁
緑
の
大

地
計
画
﹂
を
継
続
、
〇
三
年
三
月
か
ら
は
灌

漑
水
利
計
画
に
着
手
し
、
一
〇
年
三
月
全
長

二
五
・
五
キ
ロ
が
開
通
し
た
。
年
間
診
療
数

約
四
万
五
千
人
︵
二
〇
一
一
年
度
︶。

ガンベリ沙漠の平和ケ丘で職員たちと中村医師
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シギ取水口＝調整機能なし
緩傾斜のシギ上流村落 シギ下流村落

●取水量増加で湿地が発生しやすい ●取水量を減らすと水が行き渡らない

①現在の灌漑状態

②マルワリード分水と取水口による調節

水門で取水量調節＝上流に必要な水量だけに制限

シギ・サイフォンから分水＝下流域のみを潤す

クナール河へ排水

ガンベリ沙漠とシギ地区

シギ灌漑方針・要図
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が
り
数
年
の
う
ち
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
井
戸
掘
削
を
始
め

る
前
と
同
じ
か
そ
れ
よ
り
ひ
ど
い
状
態
に
陥
る
の

で
は
と
考
え
ら
れ
た
。

　
ガ
ン
ベ
リ
に
州
政
府
が
試
験
農
場
と
し
て

九
〇
〇
ジ
ェ
リ
ブ
︵
一
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
︶の
土

地
を
供
与
し
て
く
れ
た
。
砂
の
除
去
作
業
を
開
始

し
て
、
こ
れ
ま
で
約
二
〇
〇
ジ
ェ
リ
ブ
︵
四
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
︶を
開
墾
し
、
ド
ク
タ
ー
中
村
の
指
示

で
土
質
向
上
の
た
め
豆
科
植
物
を
植
え
、
た
い
肥

や
緑
肥
を
施
す
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
。

　
シ
ェ
イ
ワ
取
水
口

　
シ
ェ
イ
ワ
地
区
の
住
民
を
援
助
す
る
た
め
、

二
〇
〇
七
年
一
一
月
に
取
水
口
工
事
を
開
始
し

二
〇
〇
八
年
三
月
に
完
了
。
住
民
約
六
万
人
が
こ

の
事
業
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。

　
カ
マ
第
一
取
水
口

　
二
〇
〇
八
年
七
月
に
着
工
し
二
〇
〇
九
年
二
月

に
完
了
。
そ
の
後
の
洪
水
の
状
態
を
観
察
し
な
が

ら
改
修
を
重
ね
、
現
在
で
は
安
定
し
た
灌
漑
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
カ
マ
第
二
取
水
口

　
二
〇
一
〇
年
七
月
に
工
事
を
開
始
し
た
。
主
な

工
事
は
完
了
し
、
非
常
に
小
規
模
な
作
業
を
残
す

だ
け
と
な
っ
た
。
五
二
村
落
が
灌
漑
さ
れ
、
第

一
、
第
二
合
わ
せ
て
カ
マ
郡
七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

潤
し
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
住
民
に
大
き
な
恩
恵
を

も
た
ら
し
た
。

　
ベ
ス
ー
ド
護
岸

　
二
〇
一
〇
年
夏
の
大
洪
水
後
に
開
始
し
、
約

三
三
〇
〇
家
族
、
一
五
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
ク
ナ

ー
ル
河
の
洪
水
か
ら
守
ら
れ
た
。

　
ベ
ス
ー
ド
第
一
取
水
口

　
二
〇
一
一
年
一
〇
月
に
開
始
。
十
万
人
以
上
が

恩
恵
を
受
け
た
。
以
上
す
べ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
ド
ク
タ
ー
中
村
の
監
督
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
、

私
た
ち
現
地
事
務
職
員
は
全
面
的
な
後
方
支
援
に

励
ん
で
い
る
。

　
カ
シ
コ
ー
ト
取
水
口
、
護
岸
、
用
水
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
カ
シ
コ
ー
ト
は
二
七
〇
〇
家
族
、
合
計

三
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
二
〇
一
一
年
一
〇
月
に
具
体
的
工
事
を
開
始

し
た
が
、
完
成
後
は
三
つ
の
地
域
︵
ベ
ス
ー
ド
、

カ
マ
、
カ
ス
ク
ナ
ー
ル
︶を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に

な
る
。

用水路建設現場を巡回中のジア医師（右端）

今年4月7日竣工したベスード第一取水口　堰板方式取水門４基・２列、
斜め堰から幅８ｍの主幹水路へ取水される

8ペシャワール会報　No.1132012 年 10 月 3 日

　
私
、
ジ
ア
・
ウ
ル
・
ラ
フ
マ
ン
は
、
一
九
九
六

年
六
月
か
ら
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
で
働
い
て
お
り
ま

す
。
此
度
は
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
長
と
し

て
、
現
状
な
ど
を
含
め
て
私
た
ち
の
活
動
を
日
本

の
皆
様
に
報
告
致
し
ま
す
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
は
日
本
の
人
々
の
寄
付
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
一
九
八
四
年
以
来
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
の
貧
困
に
悩
む
人
々
の
た
め

に
医
療
と
灌
漑
部
門
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
部
門

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
、
外
来
、
検
査
室
、
ワ
ク
チ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
薬
局
を
持
つ
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
地
区
で
唯

一
の
診
療
所
で
あ
る
。
外
来
患
者
は
一
日
一
五
〇

～
二
〇
〇
人
で
、
主
に
女
性
と
子
供
で
あ
る
。
診

療
所
は
住
民
の
た
め
に
、
二
四
時
間
門
戸
を
開
い

て
い
る
。

　
井
戸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
二
〇
〇
〇
年
、
深
刻
な
旱か

ん

魃ば
つ

被
害
が
主
に
東
部

で
発
生
し
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
井
戸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

開
始
し
た
。
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
、
ロ
ダ
ト
、
ア
チ

ン
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
市
に

一
六
〇
〇
本
以
上
の
井
戸
を
掘
削
し
た
。
国
境
の

町
ト
ル
ハ
ム
に
も
四
本
の
井
戸
を
掘
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
給
水
ポ
ン
プ
と
発
電
機
を
備
え
た
灌
漑

用
井
戸
も
一
四
基
掘
削
し
た
。
さ
ら
に
ダ
ラ
エ
ヌ

ー
ル
郡
で
三
八
本
の
カ
レ
ー
ズ
を
再
生
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
人
々
の
大
い
な
る

助
け
と
な
っ
た
。

　
灌
漑
部
門

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
独
自
の
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
建
設
は

二
〇
〇
三
年
に
開
始
さ
れ
、
少
し
の
作
業
を
残
し

て
基
本
的
作
業
は
終
了
し
て
い
る
。
用
水
路
は

ジ
ャ
リ
バ
バ
か
ら
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
ま
で
の
全
長

二
五
・
五
キ
ロ
で
、
約
三
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

土
地
が
灌
漑
さ
れ
た
。

　
灌
漑
に
よ
り
難
民
帰
還
が
進
む
中
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は

地
域
共
同
体
の
要
と
な
る
モ
ス
ク
︵
約
七
〇
〇
人

収
容
︶と
そ
れ
に
併
設
す
る
マ
ド
ラ
サ
︵
伝
統
的

教
育
機
関
︶を
建
設
し
た
。
教
室
は
一
四
室
有
り
、

貧
し
い
生
徒
の
た
め
に
寄
宿
舎
も
完
備
し
て
い

る
。

　
農
業
部
門

　
用
水
路
が
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
を
貫
通
し
て
農
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
か
ら
ガ
ン
ベ
リ
地

区
に
移
し
た
。
旱か

ん

魃ば
つ

は
現
在
も
刻
々
と
進
行
し
て

お
り
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
渓
谷
で
は
地
下
水
位
が
下

  

医
師
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、

　

　
　
　
十
七
年
目
、
現
在
事
務
所
長
で
す

　  
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
副
院
長
・
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
長
・
医
師
　
ジ
ア
・
ウ
ル
・
ラ
フ
マ
ン

定例浚渫作業のため集まった人々に、用水路保全をアピールするPMSジア医師
（9月9日）
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が
り
数
年
の
う
ち
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
井
戸
掘
削
を
始
め

る
前
と
同
じ
か
そ
れ
よ
り
ひ
ど
い
状
態
に
陥
る
の

で
は
と
考
え
ら
れ
た
。

　
ガ
ン
ベ
リ
に
州
政
府
が
試
験
農
場
と
し
て

九
〇
〇
ジ
ェ
リ
ブ
︵
一
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
︶の
土

地
を
供
与
し
て
く
れ
た
。
砂
の
除
去
作
業
を
開
始

し
て
、
こ
れ
ま
で
約
二
〇
〇
ジ
ェ
リ
ブ
︵
四
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
︶を
開
墾
し
、
ド
ク
タ
ー
中
村
の
指
示

で
土
質
向
上
の
た
め
豆
科
植
物
を
植
え
、
た
い
肥

や
緑
肥
を
施
す
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
。

　
シ
ェ
イ
ワ
取
水
口

　
シ
ェ
イ
ワ
地
区
の
住
民
を
援
助
す
る
た
め
、

二
〇
〇
七
年
一
一
月
に
取
水
口
工
事
を
開
始
し

二
〇
〇
八
年
三
月
に
完
了
。
住
民
約
六
万
人
が
こ

の
事
業
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。

　
カ
マ
第
一
取
水
口

　
二
〇
〇
八
年
七
月
に
着
工
し
二
〇
〇
九
年
二
月

に
完
了
。
そ
の
後
の
洪
水
の
状
態
を
観
察
し
な
が

ら
改
修
を
重
ね
、
現
在
で
は
安
定
し
た
灌
漑
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
カ
マ
第
二
取
水
口

　
二
〇
一
〇
年
七
月
に
工
事
を
開
始
し
た
。
主
な

工
事
は
完
了
し
、
非
常
に
小
規
模
な
作
業
を
残
す

だ
け
と
な
っ
た
。
五
二
村
落
が
灌
漑
さ
れ
、
第

一
、
第
二
合
わ
せ
て
カ
マ
郡
七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

潤
し
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
住
民
に
大
き
な
恩
恵
を

も
た
ら
し
た
。

　
ベ
ス
ー
ド
護
岸

　
二
〇
一
〇
年
夏
の
大
洪
水
後
に
開
始
し
、
約

三
三
〇
〇
家
族
、
一
五
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
ク
ナ

ー
ル
河
の
洪
水
か
ら
守
ら
れ
た
。

　
ベ
ス
ー
ド
第
一
取
水
口

　
二
〇
一
一
年
一
〇
月
に
開
始
。
十
万
人
以
上
が

恩
恵
を
受
け
た
。
以
上
す
べ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
ド
ク
タ
ー
中
村
の
監
督
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
、

私
た
ち
現
地
事
務
職
員
は
全
面
的
な
後
方
支
援
に

励
ん
で
い
る
。

　
カ
シ
コ
ー
ト
取
水
口
、
護
岸
、
用
水
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
カ
シ
コ
ー
ト
は
二
七
〇
〇
家
族
、
合
計

三
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
二
〇
一
一
年
一
〇
月
に
具
体
的
工
事
を
開
始

し
た
が
、
完
成
後
は
三
つ
の
地
域
︵
ベ
ス
ー
ド
、

カ
マ
、
カ
ス
ク
ナ
ー
ル
︶を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に

な
る
。

用水路建設現場を巡回中のジア医師（右端）

今年4月7日竣工したベスード第一取水口　堰板方式取水門４基・２列、
斜め堰から幅８ｍの主幹水路へ取水される
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私
、
ジ
ア
・
ウ
ル
・
ラ
フ
マ
ン
は
、
一
九
九
六

年
六
月
か
ら
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
で
働
い
て
お
り
ま

す
。
此
度
は
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
長
と
し

て
、
現
状
な
ど
を
含
め
て
私
た
ち
の
活
動
を
日
本

の
皆
様
に
報
告
致
し
ま
す
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
は
日
本
の
人
々
の
寄
付
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
一
九
八
四
年
以
来
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
の
貧
困
に
悩
む
人
々
の
た
め

に
医
療
と
灌
漑
部
門
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
部
門

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
、
外
来
、
検
査
室
、
ワ
ク
チ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
薬
局
を
持
つ
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
地
区
で
唯

一
の
診
療
所
で
あ
る
。
外
来
患
者
は
一
日
一
五
〇

～
二
〇
〇
人
で
、
主
に
女
性
と
子
供
で
あ
る
。
診

療
所
は
住
民
の
た
め
に
、
二
四
時
間
門
戸
を
開
い

て
い
る
。

　
井
戸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
二
〇
〇
〇
年
、
深
刻
な
旱か

ん

魃ば
つ

被
害
が
主
に
東
部

で
発
生
し
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
井
戸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

開
始
し
た
。
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
、
ロ
ダ
ト
、
ア
チ

ン
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
市
に

一
六
〇
〇
本
以
上
の
井
戸
を
掘
削
し
た
。
国
境
の

町
ト
ル
ハ
ム
に
も
四
本
の
井
戸
を
掘
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
給
水
ポ
ン
プ
と
発
電
機
を
備
え
た
灌
漑

用
井
戸
も
一
四
基
掘
削
し
た
。
さ
ら
に
ダ
ラ
エ
ヌ

ー
ル
郡
で
三
八
本
の
カ
レ
ー
ズ
を
再
生
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
人
々
の
大
い
な
る

助
け
と
な
っ
た
。

　
灌
漑
部
門

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
独
自
の
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
建
設
は

二
〇
〇
三
年
に
開
始
さ
れ
、
少
し
の
作
業
を
残
し

て
基
本
的
作
業
は
終
了
し
て
い
る
。
用
水
路
は

ジ
ャ
リ
バ
バ
か
ら
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
ま
で
の
全
長

二
五
・
五
キ
ロ
で
、
約
三
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

土
地
が
灌
漑
さ
れ
た
。

　
灌
漑
に
よ
り
難
民
帰
還
が
進
む
中
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は

地
域
共
同
体
の
要
と
な
る
モ
ス
ク
︵
約
七
〇
〇
人

収
容
︶と
そ
れ
に
併
設
す
る
マ
ド
ラ
サ
︵
伝
統
的

教
育
機
関
︶を
建
設
し
た
。
教
室
は
一
四
室
有
り
、

貧
し
い
生
徒
の
た
め
に
寄
宿
舎
も
完
備
し
て
い

る
。

　
農
業
部
門

　
用
水
路
が
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
を
貫
通
し
て
農
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
か
ら
ガ
ン
ベ
リ
地

区
に
移
し
た
。
旱か

ん

魃ば
つ

は
現
在
も
刻
々
と
進
行
し
て

お
り
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
渓
谷
で
は
地
下
水
位
が
下

  

医
師
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、

　

　
　
　
十
七
年
目
、
現
在
事
務
所
長
で
す

　  

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
副
院
長
・
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
長
・
医
師
　
ジ
ア
・
ウ
ル
・
ラ
フ
マ
ン

定例浚渫作業のため集まった人々に、用水路保全をアピールするPMSジア医師
（9月9日）
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そ
れ
以
外
に
も
、
ワ
ナ
、
デ
ィ
ー
ル
、
テ
メ
ル

ガ
ー
ル
地
域
か
ら
の
患
者
が
い
ま
し
た
。
私
の
仕

事
は
、
ら
い
菌
を
染
色
し
た
う
え
で
結
果
を
出
す

こ
と
で
し
た
。

　
テ
メ
ル
ガ
ー
ル
郡
の
患
者
数
は
、
パ
キ
ス
タ
ン

人
も
含
め
て
、
急
激
に
増
え
て
い
ま
し
た
。
ハ
ミ

ド
ゥ
ッ
ラ
医
師
が
診
療
所
の
外
来
患
者
を
担
当
し

て
い
ま
し
た
。
一
つ
の
診
療
所
で
働
く
期
間
は
一

ヶ
月
で
、
ひ
と
月
経
て
ば
別
の
診
療
所
に
移
り
ま

す
。
こ
う
い
う
移
動
が
毎
月
あ
り
ま
し
た
。

　
か
な
り
の
数
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
、
薬
を
届

け
る
こ
と
も
し
て
い
ま
し
た
。

　
内
戦
中
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
へ

　
一
九
九
一
年
、
ド
ク
タ
ー
中
村
の
指
導
の
も

と
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
は
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
郡
へ
の
医
療
チ

ー
ム
派
遣
を
決
定
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
、
ド
ク

タ
ー
中
村
、
ハ
ッ
ジ
・
ヤ
コ
ブ
、
サ
ル
フ
ラ
ー
ズ
、

私
ヨ
セ
フ
、
グ
ラ
ム
サ
キ
、
グ
ン
デ
ル
で
し
た
。

　
私
た
ち
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
向
け
て
旅
立
ち

ま
し
た
。
ル
ー
ト
は
、
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
︵
旧

北
西
辺
境
州
︶、
ナ
ワ
ガ
イ
、
シ
ャ
ン
グ
ラ
峠
を

越
え
、
そ
し
て
最
後
に
ハ
ー
ス
ク
ナ
ー
ル
郡
に
い

か
だ
で
ク
ナ
ー
ル
河
を
渡
っ
て
入
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
ク
ナ
ー
ル
～
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
国

道
に
あ
る
ツ
ォ
ウ
ケ
イ
で
一
夜
を
明
か
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
朝
早
く
に
出
発
し
旅
を
続
け
た
の

で
す
が
、
ジ
ハ
ー
ド
︵
聖
戦
︶グ
ル
ー
プ
内
の
抗

争
の
た
め
に
道
を
阻
ま
れ
ま
し
た
。
幸
い
に
も
長

老
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
は
解
決
し
、

ヌ
ー
ル
ガ
ル
に
到
達
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
ソ
レ
ジ

村
へ
と
旅
は
続
き
ま
す
。

　
ソ
レ
ジ
で
は
、
ハ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ル
ー
ク
と
い
う

人
物
と
出
会
い
、
昼
食
を
共
に
し
ま
し
た
。
そ
の

後
さ
ら
に
ア
ム
ラ
村
、
カ
ラ
イ
シ
ャ
ヒ
村
へ
と
進

み
ま
し
た
。
カ
ラ
イ
シ
ャ
ヒ
村
で
地
域
の
武
装
勢

力
で
あ
る
ハ
リ
ス
派
の
司
令
官
ハ
ー
ン
・
ラ
ラ
と

い
う
人
物
に
も
会
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人

は
、
村
を
離
れ
難
民
化
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。

　
私
た
ち
は
ワ
イ
ガ
ル
村
ま
で
旅
を
続
け
、
そ
こ

で
一
泊
し
ま
し
た
。
人
々
の
抱
え
て
い
る
問
題
を

知
る
た
め
に
、
ド
ク
タ
ー
中
村
は
ワ
イ
ガ
ル
の

人
々
と
の
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。
ワ
イ
ガ
ル

も
朝
早
く
に
発
ち
、
カ
ム
ダ
ッ
ク
村
へ
と
向
い
ま

す
。
カ
ム
ダ
ッ
ク
村
で
ハ
ッ
ジ
・
ア
ミ
ル
・
ハ
ー

ン
の
と
こ
ろ
に
一
泊
し
た
の
ち
、
シ
ー
マ
ル
村
に

行
き
、
最
終
的
に
は
ラ
ム
ン
タ
ク
村
ま
で
行
き
ま

し
た
。

　
こ
う
し
て
数
年
を
か
け
一
帯
を
調
査
し
た
の

ち
、
ド
ク
タ
ー
中
村
は
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
地
区
カ
ラ

イ
シ
ャ
ヒ
村
に
診
療
所
を
建
て
る
こ
と
に
し
た
の

で
す
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
中
心
に
位
置
し
、
し
か

も
、
ボ
ン
タ
・
カ
レ
ー
ズ
は
当
時
の
渓
谷
の
中
心

地
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
ろ
、
人
々
は
パ
キ

ス
タ
ン
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
か
ら
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
住
民
に
と
っ
て
一
番
こ
わ
い

の
は
マ
ラ
リ
ア
で
、
悪
性
マ
ラ
リ
ア
の
患
者
が
圧

倒
的
に
多
く
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル

診
療
所
は
こ
の
マ
ラ
リ
ア
を
治
療
す
る
に
あ
た
っ

て
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
で
車
が
強
奪
さ
れ
る

　
一
九
九
二
年
、
ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
渓
谷
で
事
態
が

井戸掘削事業に従事中のヨセフ技師
（右から3人目、2002年11月）
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無
職
の
難
民
と
し
て

　
私
は
、
か
つ
て
難
民
と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
に
住

み
、
難
民
向
け
の
英
語
教
室
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
私
の
兄
が
た
ま
た
ま
町
の

市
場
で
サ
ル
フ
ラ
ー
ズ
︵
現
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療

所
ナ
ー
ス
︶に
出
会
い
ま
し
た
。
彼
は
兄
に
、
私

が
ど
こ
で
ど
う
し
て
い
る
か
と
尋
ね
て
く
れ
ま
し

た
。
兄
は
私
の
近
況
を
話
し
た
そ
う
で
す
。
サ
ル

フ
ラ
ー
ズ
は
既
に
そ
の
と
き
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
︵
日
本
︱

ア
フ
ガ
ン
医
療
サ
ー
ビ
ス
＝
現
Ｐ
Ｍ
Ｓ
︶で
働
い

て
い
ま
し
た
が
、
私
に
事
務
所
ま
で
来
る
よ
う
に

と
兄
に
伝
え
た
の
で
す
。
そ
の
こ
ろ
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
の

事
務
所
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

ア
ブ
ダ
ラ
ロ
ー
ド
に
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
言
わ
れ
た
と
お
り
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
に
出
か

け
、
サ
ル
フ
ラ
ー
ズ
を
訪
ね
ま
し
た
。
す
る
と
彼

は
、
当
時
責
任
者
だ
っ
た
ハ
ッ
ジ
・
ヤ
コ
ブ
を
紹

介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
以
前
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
い
た
こ
ろ
、
ヤ
コ
ブ

に
は
一
度
だ
け
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私

が
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
で
働
き
た
い
と
お
願
い
し
ま
し
た

ら
、
そ
の
後
す
ぐ
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
に
雇
用
さ
れ
、
仕
事

を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
と
き
の

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
の
院
長
は
シ
ャ
ワ
リ
医
師
で
す
。

　
検
査
技
師
の
教
育

　
勤
め
始
め
て
、
ま
ず
看
護
師
養
成
コ
ー
ス
を
受

け
ま
し
た
が
、
検
査
室
に
人
手
が
必
要
と
な
っ
た

の
で
検
査
室
の
研
修
を
受
け
る
よ
う
要
請
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
、
検
査
室
の
責
任
者
だ
っ
た
ヤ
ヒ

ヤ
と
い
っ
し
ょ
に
研
修
を
始
め
ま
し
た
。
ヤ
ヒ
ヤ

も
他
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
も
、
私
が
出
来
る
だ
け

早
く
覚
え
る
よ
う
に
一
生
懸
命
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
学
ん
だ
の
は
、
ら
い
菌
試
料
の
取
り
方

と
、
そ
れ
を
顕
微
鏡
ス
ラ
イ
ド
に
載
せ
る
こ
と

で
、
次
に
は
そ
の
読
み
取
り
で
し
た
。
先
輩
の
ナ

ジ
ー
ブ
は
親
切
に
助
け
て
く
れ
、
検
査
室
の
い
ろ

ん
な
手
順
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

私
は
い
つ
で
も
検
査
室
で
働
け
る
準
備
を
整
え
た

の
で
す
。

　
時
に
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
出
向
き
、
ら
い
菌

検
査
を
し
て
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
は
、
私
を
デ

ィ
ー
ル
地
区
の
テ
メ
ル
ガ
ー
ル
診
療
所
に
派
遣
す

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
テ
メ
ル
ガ
ー
ル
診
療
所

は
、
主
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ク
ナ
ー
ル
州
か
ら

避
難
し
て
き
た
ア
フ
ガ
ン
難
民
に
医
療
を
提
供
し

て
い
ま
し
た
。

  

難
民
の
暮
ら
し
か
ら
検
査
技
師
と
な
っ
て

          

　
　
　
　
　

  
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
検
査
技
師
（
元
水
源
確
保
事
業
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
地
区
責
任
者
）　
モ
ハ
マ
ド
・
ヨ
セ
フ
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そ
れ
以
外
に
も
、
ワ
ナ
、
デ
ィ
ー
ル
、
テ
メ
ル

ガ
ー
ル
地
域
か
ら
の
患
者
が
い
ま
し
た
。
私
の
仕

事
は
、
ら
い
菌
を
染
色
し
た
う
え
で
結
果
を
出
す

こ
と
で
し
た
。

　
テ
メ
ル
ガ
ー
ル
郡
の
患
者
数
は
、
パ
キ
ス
タ
ン

人
も
含
め
て
、
急
激
に
増
え
て
い
ま
し
た
。
ハ
ミ

ド
ゥ
ッ
ラ
医
師
が
診
療
所
の
外
来
患
者
を
担
当
し

て
い
ま
し
た
。
一
つ
の
診
療
所
で
働
く
期
間
は
一

ヶ
月
で
、
ひ
と
月
経
て
ば
別
の
診
療
所
に
移
り
ま

す
。
こ
う
い
う
移
動
が
毎
月
あ
り
ま
し
た
。

　
か
な
り
の
数
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
、
薬
を
届

け
る
こ
と
も
し
て
い
ま
し
た
。

　
内
戦
中
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
へ

　
一
九
九
一
年
、
ド
ク
タ
ー
中
村
の
指
導
の
も

と
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
は
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
郡
へ
の
医
療
チ

ー
ム
派
遣
を
決
定
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
、
ド
ク

タ
ー
中
村
、
ハ
ッ
ジ
・
ヤ
コ
ブ
、
サ
ル
フ
ラ
ー
ズ
、

私
ヨ
セ
フ
、
グ
ラ
ム
サ
キ
、
グ
ン
デ
ル
で
し
た
。

　
私
た
ち
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
向
け
て
旅
立
ち

ま
し
た
。
ル
ー
ト
は
、
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
︵
旧

北
西
辺
境
州
︶、
ナ
ワ
ガ
イ
、
シ
ャ
ン
グ
ラ
峠
を

越
え
、
そ
し
て
最
後
に
ハ
ー
ス
ク
ナ
ー
ル
郡
に
い

か
だ
で
ク
ナ
ー
ル
河
を
渡
っ
て
入
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
ク
ナ
ー
ル
～
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
国

道
に
あ
る
ツ
ォ
ウ
ケ
イ
で
一
夜
を
明
か
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
朝
早
く
に
出
発
し
旅
を
続
け
た
の

で
す
が
、
ジ
ハ
ー
ド
︵
聖
戦
︶グ
ル
ー
プ
内
の
抗

争
の
た
め
に
道
を
阻
ま
れ
ま
し
た
。
幸
い
に
も
長

老
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
は
解
決
し
、

ヌ
ー
ル
ガ
ル
に
到
達
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
ソ
レ
ジ

村
へ
と
旅
は
続
き
ま
す
。

　
ソ
レ
ジ
で
は
、
ハ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ル
ー
ク
と
い
う

人
物
と
出
会
い
、
昼
食
を
共
に
し
ま
し
た
。
そ
の

後
さ
ら
に
ア
ム
ラ
村
、
カ
ラ
イ
シ
ャ
ヒ
村
へ
と
進

み
ま
し
た
。
カ
ラ
イ
シ
ャ
ヒ
村
で
地
域
の
武
装
勢

力
で
あ
る
ハ
リ
ス
派
の
司
令
官
ハ
ー
ン
・
ラ
ラ
と

い
う
人
物
に
も
会
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人

は
、
村
を
離
れ
難
民
化
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。

　
私
た
ち
は
ワ
イ
ガ
ル
村
ま
で
旅
を
続
け
、
そ
こ

で
一
泊
し
ま
し
た
。
人
々
の
抱
え
て
い
る
問
題
を

知
る
た
め
に
、
ド
ク
タ
ー
中
村
は
ワ
イ
ガ
ル
の

人
々
と
の
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。
ワ
イ
ガ
ル

も
朝
早
く
に
発
ち
、
カ
ム
ダ
ッ
ク
村
へ
と
向
い
ま

す
。
カ
ム
ダ
ッ
ク
村
で
ハ
ッ
ジ
・
ア
ミ
ル
・
ハ
ー

ン
の
と
こ
ろ
に
一
泊
し
た
の
ち
、
シ
ー
マ
ル
村
に

行
き
、
最
終
的
に
は
ラ
ム
ン
タ
ク
村
ま
で
行
き
ま

し
た
。

　
こ
う
し
て
数
年
を
か
け
一
帯
を
調
査
し
た
の

ち
、
ド
ク
タ
ー
中
村
は
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
地
区
カ
ラ

イ
シ
ャ
ヒ
村
に
診
療
所
を
建
て
る
こ
と
に
し
た
の

で
す
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
中
心
に
位
置
し
、
し
か

も
、
ボ
ン
タ
・
カ
レ
ー
ズ
は
当
時
の
渓
谷
の
中
心

地
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
ろ
、
人
々
は
パ
キ

ス
タ
ン
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
か
ら
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
住
民
に
と
っ
て
一
番
こ
わ
い

の
は
マ
ラ
リ
ア
で
、
悪
性
マ
ラ
リ
ア
の
患
者
が
圧

倒
的
に
多
く
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル

診
療
所
は
こ
の
マ
ラ
リ
ア
を
治
療
す
る
に
あ
た
っ

て
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
で
車
が
強
奪
さ
れ
る

　
一
九
九
二
年
、
ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
渓
谷
で
事
態
が

井戸掘削事業に従事中のヨセフ技師
（右から3人目、2002年11月）
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無
職
の
難
民
と
し
て

　
私
は
、
か
つ
て
難
民
と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
に
住

み
、
難
民
向
け
の
英
語
教
室
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
私
の
兄
が
た
ま
た
ま
町
の

市
場
で
サ
ル
フ
ラ
ー
ズ
︵
現
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療

所
ナ
ー
ス
︶に
出
会
い
ま
し
た
。
彼
は
兄
に
、
私

が
ど
こ
で
ど
う
し
て
い
る
か
と
尋
ね
て
く
れ
ま
し

た
。
兄
は
私
の
近
況
を
話
し
た
そ
う
で
す
。
サ
ル

フ
ラ
ー
ズ
は
既
に
そ
の
と
き
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
︵
日
本
︱

ア
フ
ガ
ン
医
療
サ
ー
ビ
ス
＝
現
Ｐ
Ｍ
Ｓ
︶で
働
い

て
い
ま
し
た
が
、
私
に
事
務
所
ま
で
来
る
よ
う
に

と
兄
に
伝
え
た
の
で
す
。
そ
の
こ
ろ
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
の

事
務
所
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

ア
ブ
ダ
ラ
ロ
ー
ド
に
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
言
わ
れ
た
と
お
り
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
に
出
か

け
、
サ
ル
フ
ラ
ー
ズ
を
訪
ね
ま
し
た
。
す
る
と
彼

は
、
当
時
責
任
者
だ
っ
た
ハ
ッ
ジ
・
ヤ
コ
ブ
を
紹

介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
以
前
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
い
た
こ
ろ
、
ヤ
コ
ブ

に
は
一
度
だ
け
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私

が
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
で
働
き
た
い
と
お
願
い
し
ま
し
た

ら
、
そ
の
後
す
ぐ
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
に
雇
用
さ
れ
、
仕
事

を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
と
き
の

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
の
院
長
は
シ
ャ
ワ
リ
医
師
で
す
。

　
検
査
技
師
の
教
育

　
勤
め
始
め
て
、
ま
ず
看
護
師
養
成
コ
ー
ス
を
受

け
ま
し
た
が
、
検
査
室
に
人
手
が
必
要
と
な
っ
た

の
で
検
査
室
の
研
修
を
受
け
る
よ
う
要
請
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
、
検
査
室
の
責
任
者
だ
っ
た
ヤ
ヒ

ヤ
と
い
っ
し
ょ
に
研
修
を
始
め
ま
し
た
。
ヤ
ヒ
ヤ

も
他
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
も
、
私
が
出
来
る
だ
け

早
く
覚
え
る
よ
う
に
一
生
懸
命
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
学
ん
だ
の
は
、
ら
い
菌
試
料
の
取
り
方

と
、
そ
れ
を
顕
微
鏡
ス
ラ
イ
ド
に
載
せ
る
こ
と

で
、
次
に
は
そ
の
読
み
取
り
で
し
た
。
先
輩
の
ナ

ジ
ー
ブ
は
親
切
に
助
け
て
く
れ
、
検
査
室
の
い
ろ

ん
な
手
順
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

私
は
い
つ
で
も
検
査
室
で
働
け
る
準
備
を
整
え
た

の
で
す
。

　
時
に
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
出
向
き
、
ら
い
菌

検
査
を
し
て
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
は
、
私
を
デ

ィ
ー
ル
地
区
の
テ
メ
ル
ガ
ー
ル
診
療
所
に
派
遣
す

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
テ
メ
ル
ガ
ー
ル
診
療
所

は
、
主
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ク
ナ
ー
ル
州
か
ら

避
難
し
て
き
た
ア
フ
ガ
ン
難
民
に
医
療
を
提
供
し

て
い
ま
し
た
。

  

難
民
の
暮
ら
し
か
ら
検
査
技
師
と
な
っ
て

          

　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
検
査
技
師
（
元
水
源
確
保
事
業
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
地
区
責
任
者
）　
モ
ハ
マ
ド
・
ヨ
セ
フ
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思
わ
れ
、
そ
の
た
め
の
調
査
も
行
い
ま
し
た
。
私

は
、
ハ
ッ
ジ
・
ヤ
コ
ブ
、
ア
バ
ド
、
ア
ハ
マ
ド
・

ヌ
ー
ル
、
グ
ラ
ム
サ
キ
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
ま

し
た
。
地
域
を
調
査
し
た
ド
ク
タ
ー
中
村
は
、
ヌ

ー
リ
ス
タ
ン
州
ワ
マ
地
区
に
診
療
所
を
設
立
し
ま

し
た
。
ワ
マ
で
働
い
て
い
る
と
き
、
ヌ
ー
リ
ス
タ

ン
・
カ
ン
テ
ィ
ワ
地
域
で
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
の
指
示
の
も
と
、

私
た
ち
は
現
地
に
一
〇
日
間
滞
在
し
、
多
く
の
患

者
を
治
療
し
ま
し
た
。
現
地
チ
ー
ム
に
は
ジ
ア
・

ウ
ル
・
ラ
フ
マ
ン
医
師
と
サ
イ
ー
ド
医
師
が
い
ま

し
た
。

　
飲
料
水
源
確
保
事
業

　
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
飲
料
水
源
確
保

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー

ル
の
人
た
ち
は
旱
魃
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ド

ク
タ
ー
中
村
は
思
い
や
り
の
あ
る
人
で
、﹁
人
々

に
清
潔
な
水
を
も
た
ら
す
﹂
と
決
断
し
た
の
で

す
。
私
た
ち
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療

所
内
部
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
後
、
診
療
所
と
は
別
に
事
務
所
を
開

設
し
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
地
下
水
位
が
低
く
、

巨
大
な
石
に
阻
ま
れ
る
な
ど
、
仕
事
は
困
難
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。
当
時
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
で
は
掘

削
用
機
材
や
他
の
物
資
が
手
に
入
ら
ず
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
基
地
病
院
の
助
け
を
借
り
て
問

題
を
解
決
し
て
い
き
ま
し
た
。
井
戸
掘
削
担
当
は

ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
郡
が
蓮
岡
さ
ん
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル

が
目
黒
さ
ん
で
し
た
。

　
私
は
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
地
域
で
四
五
〇
本
の
井

戸
の
掘
削
、
三
八
本
以
上
の
カ
レ
ー
ズ
再
生
に
関

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
お
こ
な
わ

れ
た
地
域
は
、
ア
ム
ラ
、
カ
ラ
イ
シ
ャ
ヒ
、
シ
ョ

ガ
リ
、
バ
ル
コ
ー
ト
、
ド
ゥ
ド
ラ
ク
、
ケ
シ
ュ
マ

ン
ド
ガ
ラ
、
バ
ン
バ
コ
ー
ト
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
人
た
ち
は

現
下
の
旱
魃
か
ら
も
将
来
の
悩
み
か
ら
も
救
わ
れ

た
の
で
す
。

　
二
〇
〇
四
年
、
家
庭
の
事
情
の
た
め
に
私
は

Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
の
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
で
も
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
へ
の
関
心

は
消
え
ず
、
二
〇
一
〇
年
に
ふ
た
た
び
応
募
し
、

二
〇
一
一
年
三
月
二
二
日
に
仕
事
を
再
開
し
、
今

も
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
働
い
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
働
く
こ

と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
。

第二試験農場を埋め尽くすザクロの苗6000本。冬に挿し木し (会報112
号に写真あり）殆ど活着。約50センチに成長

3 年前作業場に植えたザクロ→

▼
郵
便
払
込
票
の
記
入
は
分
か
り
や
す
く
▼

＊
ご
寄
付
を
お
送
り
下
さ
っ
た
郵
便
払
い
込
み
用

紙
は
、
郵
便
局
か
ら
コ
ピ
ー
が
届
き
ま
す
の
で
、

文
字
が
に
じ
ん
だ
り
、
か
す
れ
て
判
読
し
づ
ら

い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
楷
書
で
分
か
り
や
す

く
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
助
か
り
ま
す
。

▼
未
使
用
の
切
手
、
ハ
ガ
キ
を
！
▼

＊
会
報
の
発
送
等
の
通
信
費
に
、
年
間
数
百
万
円

か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
未
使
用
の
切
手
・
書
き

損
じ
の
ハ
ガ
キ
等
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。（
使
用
済
み
ハ
ガ
キ
・
切
手
は
受
け
付

け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
下
さ
い
）

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
の
会
報
は
「
料
金
別
納
郵

便
」
で
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
際
も

料
金
の
代
わ
り
と
し
て
未
使
用
切
手
で
支
払
っ

て
お
り
ま
す
。
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切
迫
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
調
査
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
し
い
診
療
所
が

作
ら
れ
、
私
も
そ
こ
で
働
き
ま
し
た
。
こ
の
地
で

働
く
の
は
大
変
で
し
た
。
で
も
、
す
ぐ
に
人
々
と

知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ド
ク
タ

ー
中
村
に
率
い
ら
れ
た
チ
ー
ム
は
、
ク
ナ
ー
ル
州

ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
に
診
療
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
で
大
変
な
事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
チ
ー
ム
が
ク
ナ
ー
ル
中
央
か

ら
シ
ン
ザ
イ
村
に
あ
る
診
療
所
に
行
く
途
中
、
ニ

ン
グ
ラ
ム
と
い
う
と
こ
ろ
で
軍
閥
に
脅
さ
れ
、
車

が
奪
わ
れ
た
の
で
す
。
事
件
に
あ
っ
た
の
は
、
ハ

ッ
ジ
・
ヤ
コ
ブ
、
イ
ー
サ
ー
医
師
、
そ
し
て
運
転

手
の
グ
ラ
ム
・
ナ
ビ
と
ア
ブ
ド
ル
・
マ
ジ
ー
ド
で

す
。
悪
路
で
車
が
故
障
し
夜
に
さ
し
か
か
っ
た
と

き
の
出
来
事
で
し
た
。
一
同
は
命
か
ら
が
ら
シ
ン

ザ
イ
村
の
診
療
所
に
到
着
し
、
私
た
ち
に
事
件
を

知
ら
せ
ま
し
た
。
現
地
の
人
々
も
私
た
ち
Ｊ
Ａ
Ｍ

Ｓ
も
、
盗
ま
れ
た
車
を
探
し
出
す
為
ジ
ャ
ラ
ラ
バ

ー
ド
ま
で
追
跡
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
車
は

発
見
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
日
談
で
す
が
、
そ

れ
か
ら
数
年
も
た
っ
て
、
色
も
塗
り
替
え
ら
れ
た

車
が
探
し
当
て
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
が

起
こ
る
な
ん
て
！
と
、
と
て
も
驚
い
た
も
の
で

す
。

　
ダ
ラ
エ
ワ
マ
診
療
所

　
一
九
九
四
年
と
一
九
九
五
年
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
チ
ー

ム
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
は
ハ
ミ
ド
ゥ
ッ
ラ
医
師
、
ア
ハ
マ
ド
・
ヌ

ー
ル
、
シ
ャ
ワ
リ
医
師
、
シ
ャ
フ
ィ
・
ア
ク
バ
ル

看
護
師
、
ズ
ベ
イ
ド
医
師
な
ど
が
い
ま
し
た
。
調

査
地
域
は
、
ク
ー
ル
ダ
ル
ダ
、
カ
ン
ダ
ラ
、
ニ
ン

グ
ラ
ム
、
ダ
ム
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ウ
ォ
タ
ー
プ
ー
ル
、

カ
ン
ダ
グ
ル
な
ど
で
す
。
私
も
こ
の
調
査
の
一
員

と
し
て
ら
い
菌
の
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
州
で
診
療
所
が
必
要
と

　
ミ
ド
ハ
ト
と
ア
ガ
の
巡
礼

　　
　
甲
斐
大
策

　
十
一
月
の
こ
の
日
、
カ
ー
ブ
ル
旧
市
街
、
砦
下
の
墓
地
に
近

い
自
宅
前
で
、
六
代
目
長
老
の
バ
バ
・
ミ
ド
ハ
ト
を
家
族
三
十

余
名
が
囲
ん
で
い
た
。
早
朝
の
冷
気
に
全
員
の
息
が
白
い
。

　　
四
十
年
近
く
前
、
代
替
り
を
機
に
バ
バ
は
、
石
工
や
左
官

を
ま
と
め
石
材
加
工
業
者
に
な
っ
た
。

　
大
半
の
ム
ス
リ
ム
は
墓
標
に
拘
泥
し
な
い
。
無
形
の
魂
を

神
に
委
ね
切
る
。
し
か
し
、
世
俗
の
富
や
地
位
を
墓
所
で
顕

示
す
る
者
も
い
れ
ば
、
徳
望
大
き
か
っ
た
人
物
を
末
永
く
顕

彰
す
る
碑
や
廟
を
切
望
す
る
人
々
も
い
る
。
激
動
の
世
に
も

そ
れ
等
の
需
要
は
バ
バ
一
族
の
手
を
経
て
き
た
。
貯
え
も
で

き
た
六
三
歳
の
今
年
、危
脆
な
心
臓
へ
の
患
憂
が
あ
っ
た
が
、

な
ら
ば
尚
更
こ
の
際
と
バ
バ
は
、
老
母
と
妻
を
伴
う
マ
ッ
カ

（
メ
ッ
カ
）
巡
礼
を
決
め
た
の
だ
っ
た
。

　
巡
礼
ヴ
ィ
ザ
取
得
か
ら
旅
程
や
持
参
品
調
達
ま
で
、
バ
バ
と

同
年
配
の
旧
友
、
三
度
の
巡
礼
を
経
験
し
て
い
る
運
転
手
ハ
ジ
・

ア
ガ
に
頼
る
。
ア
ガ
は
、
友
人
へ
の
堅
剛
な
情
義
を
貫
く
、
パ

ク
テ
ィ
ア
出
身
の
典
型
的
な
山
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
で
あ
る
。

　
半
世
紀
、
ひ
た
す
ら
運
転
し
て
き
た
。
貧
困
と
飢
餓
と
病
苦

が
覆
う
世
界
か
ら
家
族
の
元
へ
戻
っ
て
は
、
二
度
三
度
、
名
も

な
く
逝
っ
た
小
さ
い
亡
骸
を
葬
る
。
そ
の
土
は
、
旱
魃
に
硬
く

乾
い
て
い
た
。
泥
塊
に
妻
の
涙
が
染
み
て
は
忽
ち
消
え
た
。
嗚

咽
に
途
切
れ
る
「
神
は
偉
大
な
り
」
の
声
を
後
に
ア
ガ
は
、
煉

獄
を
彷
徨
う
苦
行
僧
の
よ
う
に
再
び
大
地
を
往
っ
た
。

　
そ
ん
な
日
々
に
も
、
全
経
費
を
等
分
に
負
担
す
る
複
数
の

客
を
伴
い
、
ア
ガ
は
陸
路
の
巡
礼
を
果
た
し
た
の
だ
っ
た
。

貧
し
く
、
し
か
し
愚
直
な
ま
で
に
純
篤
な
信
仰
に
生
き
る
ア

ガ
の
賢
い
巡
礼
だ
っ
た
。

　
ア
ガ
が
到
着
、
バ
バ
達
三
人
の
ア
ラ
ブ
風
白
衣
に
頷
く
。

　
ポ
プ
ラ
の
樹
で
鵲
が
は
ば
た
き
、
黄
金
色
の
葉
が
散
る
。

バ
バ
は
一
族
全
員
と
抱
擁
を
交
わ
し
終
え
、
雪
を
戴
き
始
め

た
カ
ー
ブ
ル
北
方
の
峰
々
に
眼
を
向
け
た
。
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思
わ
れ
、
そ
の
た
め
の
調
査
も
行
い
ま
し
た
。
私

は
、
ハ
ッ
ジ
・
ヤ
コ
ブ
、
ア
バ
ド
、
ア
ハ
マ
ド
・

ヌ
ー
ル
、
グ
ラ
ム
サ
キ
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
ま

し
た
。
地
域
を
調
査
し
た
ド
ク
タ
ー
中
村
は
、
ヌ

ー
リ
ス
タ
ン
州
ワ
マ
地
区
に
診
療
所
を
設
立
し
ま

し
た
。
ワ
マ
で
働
い
て
い
る
と
き
、
ヌ
ー
リ
ス
タ

ン
・
カ
ン
テ
ィ
ワ
地
域
で
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
の
指
示
の
も
と
、

私
た
ち
は
現
地
に
一
〇
日
間
滞
在
し
、
多
く
の
患

者
を
治
療
し
ま
し
た
。
現
地
チ
ー
ム
に
は
ジ
ア
・

ウ
ル
・
ラ
フ
マ
ン
医
師
と
サ
イ
ー
ド
医
師
が
い
ま

し
た
。

　
飲
料
水
源
確
保
事
業

　
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
飲
料
水
源
確
保

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー

ル
の
人
た
ち
は
旱
魃
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ド

ク
タ
ー
中
村
は
思
い
や
り
の
あ
る
人
で
、﹁
人
々

に
清
潔
な
水
を
も
た
ら
す
﹂
と
決
断
し
た
の
で

す
。
私
た
ち
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療

所
内
部
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
後
、
診
療
所
と
は
別
に
事
務
所
を
開

設
し
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
地
下
水
位
が
低
く
、

巨
大
な
石
に
阻
ま
れ
る
な
ど
、
仕
事
は
困
難
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。
当
時
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
で
は
掘

削
用
機
材
や
他
の
物
資
が
手
に
入
ら
ず
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
基
地
病
院
の
助
け
を
借
り
て
問

題
を
解
決
し
て
い
き
ま
し
た
。
井
戸
掘
削
担
当
は

ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
郡
が
蓮
岡
さ
ん
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル

が
目
黒
さ
ん
で
し
た
。

　
私
は
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
地
域
で
四
五
〇
本
の
井

戸
の
掘
削
、
三
八
本
以
上
の
カ
レ
ー
ズ
再
生
に
関

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
お
こ
な
わ

れ
た
地
域
は
、
ア
ム
ラ
、
カ
ラ
イ
シ
ャ
ヒ
、
シ
ョ

ガ
リ
、
バ
ル
コ
ー
ト
、
ド
ゥ
ド
ラ
ク
、
ケ
シ
ュ
マ

ン
ド
ガ
ラ
、
バ
ン
バ
コ
ー
ト
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
人
た
ち
は

現
下
の
旱
魃
か
ら
も
将
来
の
悩
み
か
ら
も
救
わ
れ

た
の
で
す
。

　
二
〇
〇
四
年
、
家
庭
の
事
情
の
た
め
に
私
は

Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
の
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
で
も
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
へ
の
関
心

は
消
え
ず
、
二
〇
一
〇
年
に
ふ
た
た
び
応
募
し
、

二
〇
一
一
年
三
月
二
二
日
に
仕
事
を
再
開
し
、
今

も
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
働
い
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
働
く
こ

と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
。

第二試験農場を埋め尽くすザクロの苗6000本。冬に挿し木し (会報112
号に写真あり）殆ど活着。約50センチに成長

3 年前作業場に植えたザクロ→

▼
郵
便
払
込
票
の
記
入
は
分
か
り
や
す
く
▼

＊
ご
寄
付
を
お
送
り
下
さ
っ
た
郵
便
払
い
込
み
用

紙
は
、
郵
便
局
か
ら
コ
ピ
ー
が
届
き
ま
す
の
で
、

文
字
が
に
じ
ん
だ
り
、
か
す
れ
て
判
読
し
づ
ら

い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
楷
書
で
分
か
り
や
す

く
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
助
か
り
ま
す
。

▼
未
使
用
の
切
手
、
ハ
ガ
キ
を
！
▼

＊
会
報
の
発
送
等
の
通
信
費
に
、
年
間
数
百
万
円

か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
未
使
用
の
切
手
・
書
き

損
じ
の
ハ
ガ
キ
等
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。（
使
用
済
み
ハ
ガ
キ
・
切
手
は
受
け
付

け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
下
さ
い
）

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
の
会
報
は
「
料
金
別
納
郵

便
」
で
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
際
も

料
金
の
代
わ
り
と
し
て
未
使
用
切
手
で
支
払
っ

て
お
り
ま
す
。
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切
迫
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
調
査
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
し
い
診
療
所
が

作
ら
れ
、
私
も
そ
こ
で
働
き
ま
し
た
。
こ
の
地
で

働
く
の
は
大
変
で
し
た
。
で
も
、
す
ぐ
に
人
々
と

知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ド
ク
タ

ー
中
村
に
率
い
ら
れ
た
チ
ー
ム
は
、
ク
ナ
ー
ル
州

ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
に
診
療
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
で
大
変
な
事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
チ
ー
ム
が
ク
ナ
ー
ル
中
央
か

ら
シ
ン
ザ
イ
村
に
あ
る
診
療
所
に
行
く
途
中
、
ニ

ン
グ
ラ
ム
と
い
う
と
こ
ろ
で
軍
閥
に
脅
さ
れ
、
車

が
奪
わ
れ
た
の
で
す
。
事
件
に
あ
っ
た
の
は
、
ハ

ッ
ジ
・
ヤ
コ
ブ
、
イ
ー
サ
ー
医
師
、
そ
し
て
運
転

手
の
グ
ラ
ム
・
ナ
ビ
と
ア
ブ
ド
ル
・
マ
ジ
ー
ド
で

す
。
悪
路
で
車
が
故
障
し
夜
に
さ
し
か
か
っ
た
と

き
の
出
来
事
で
し
た
。
一
同
は
命
か
ら
が
ら
シ
ン

ザ
イ
村
の
診
療
所
に
到
着
し
、
私
た
ち
に
事
件
を

知
ら
せ
ま
し
た
。
現
地
の
人
々
も
私
た
ち
Ｊ
Ａ
Ｍ

Ｓ
も
、
盗
ま
れ
た
車
を
探
し
出
す
為
ジ
ャ
ラ
ラ
バ

ー
ド
ま
で
追
跡
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
車
は

発
見
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
日
談
で
す
が
、
そ

れ
か
ら
数
年
も
た
っ
て
、
色
も
塗
り
替
え
ら
れ
た

車
が
探
し
当
て
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
が

起
こ
る
な
ん
て
！
と
、
と
て
も
驚
い
た
も
の
で

す
。

　
ダ
ラ
エ
ワ
マ
診
療
所

　
一
九
九
四
年
と
一
九
九
五
年
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
チ
ー

ム
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
は
ハ
ミ
ド
ゥ
ッ
ラ
医
師
、
ア
ハ
マ
ド
・
ヌ

ー
ル
、
シ
ャ
ワ
リ
医
師
、
シ
ャ
フ
ィ
・
ア
ク
バ
ル

看
護
師
、
ズ
ベ
イ
ド
医
師
な
ど
が
い
ま
し
た
。
調

査
地
域
は
、
ク
ー
ル
ダ
ル
ダ
、
カ
ン
ダ
ラ
、
ニ
ン

グ
ラ
ム
、
ダ
ム
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ウ
ォ
タ
ー
プ
ー
ル
、

カ
ン
ダ
グ
ル
な
ど
で
す
。
私
も
こ
の
調
査
の
一
員

と
し
て
ら
い
菌
の
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
州
で
診
療
所
が
必
要
と

　
ミ
ド
ハ
ト
と
ア
ガ
の
巡
礼

　　
　
甲
斐
大
策

　
十
一
月
の
こ
の
日
、
カ
ー
ブ
ル
旧
市
街
、
砦
下
の
墓
地
に
近

い
自
宅
前
で
、
六
代
目
長
老
の
バ
バ
・
ミ
ド
ハ
ト
を
家
族
三
十

余
名
が
囲
ん
で
い
た
。
早
朝
の
冷
気
に
全
員
の
息
が
白
い
。

　　
四
十
年
近
く
前
、
代
替
り
を
機
に
バ
バ
は
、
石
工
や
左
官

を
ま
と
め
石
材
加
工
業
者
に
な
っ
た
。

　
大
半
の
ム
ス
リ
ム
は
墓
標
に
拘
泥
し
な
い
。
無
形
の
魂
を

神
に
委
ね
切
る
。
し
か
し
、
世
俗
の
富
や
地
位
を
墓
所
で
顕

示
す
る
者
も
い
れ
ば
、
徳
望
大
き
か
っ
た
人
物
を
末
永
く
顕

彰
す
る
碑
や
廟
を
切
望
す
る
人
々
も
い
る
。
激
動
の
世
に
も

そ
れ
等
の
需
要
は
バ
バ
一
族
の
手
を
経
て
き
た
。
貯
え
も
で

き
た
六
三
歳
の
今
年
、危
脆
な
心
臓
へ
の
患
憂
が
あ
っ
た
が
、

な
ら
ば
尚
更
こ
の
際
と
バ
バ
は
、
老
母
と
妻
を
伴
う
マ
ッ
カ

（
メ
ッ
カ
）
巡
礼
を
決
め
た
の
だ
っ
た
。

　
巡
礼
ヴ
ィ
ザ
取
得
か
ら
旅
程
や
持
参
品
調
達
ま
で
、
バ
バ
と

同
年
配
の
旧
友
、
三
度
の
巡
礼
を
経
験
し
て
い
る
運
転
手
ハ
ジ
・

ア
ガ
に
頼
る
。
ア
ガ
は
、
友
人
へ
の
堅
剛
な
情
義
を
貫
く
、
パ

ク
テ
ィ
ア
出
身
の
典
型
的
な
山
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
で
あ
る
。

　
半
世
紀
、
ひ
た
す
ら
運
転
し
て
き
た
。
貧
困
と
飢
餓
と
病
苦

が
覆
う
世
界
か
ら
家
族
の
元
へ
戻
っ
て
は
、
二
度
三
度
、
名
も

な
く
逝
っ
た
小
さ
い
亡
骸
を
葬
る
。
そ
の
土
は
、
旱
魃
に
硬
く

乾
い
て
い
た
。
泥
塊
に
妻
の
涙
が
染
み
て
は
忽
ち
消
え
た
。
嗚

咽
に
途
切
れ
る
「
神
は
偉
大
な
り
」
の
声
を
後
に
ア
ガ
は
、
煉

獄
を
彷
徨
う
苦
行
僧
の
よ
う
に
再
び
大
地
を
往
っ
た
。

　
そ
ん
な
日
々
に
も
、
全
経
費
を
等
分
に
負
担
す
る
複
数
の

客
を
伴
い
、
ア
ガ
は
陸
路
の
巡
礼
を
果
た
し
た
の
だ
っ
た
。

貧
し
く
、
し
か
し
愚
直
な
ま
で
に
純
篤
な
信
仰
に
生
き
る
ア

ガ
の
賢
い
巡
礼
だ
っ
た
。

　
ア
ガ
が
到
着
、
バ
バ
達
三
人
の
ア
ラ
ブ
風
白
衣
に
頷
く
。

　
ポ
プ
ラ
の
樹
で
鵲
が
は
ば
た
き
、
黄
金
色
の
葉
が
散
る
。

バ
バ
は
一
族
全
員
と
抱
擁
を
交
わ
し
終
え
、
雪
を
戴
き
始
め

た
カ
ー
ブ
ル
北
方
の
峰
々
に
眼
を
向
け
た
。

ダラエヌール診療所検査室にて。検査中のヨセフ技師（2012年2月）
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︶に
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。
　
　

　
腹
部
エ
コ
ー
は
、
腸
チ
フ
ス
以
外
に
肺
外
結
核

︵
結
核
性
腹
膜
炎
、
腸
結
核
、
腎
結
核
等
︶等
の

発
熱
疾
患
の
診
断
に
も
現
地
で
は
役
立
ち
ま
し

た
。
ま
た
比
較
的
安
価
で
発
展
途
上
国
で
も
手
に

入
れ
や
す
く
、
持
ち
運
び
可
能
な
機
種
も
あ
り
、

発
電
機
が
あ
れ
ば
使
用
可
能
で
す
。
他
の
途
上
国

で
も
腹
部
エ
コ
ー
が
、
原
因
不
明
の
発
熱
患
者
の

診
断
お
よ
び
治
療
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
と
考
え

ま
す
。

　
治
安
回
復
と
診
療
再
開
を
祈
る

　
私
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
離
れ
て
一
〇
年
以
上
に

な
り
ま
し
た
。
会
報
か
ら
知
る
現
地
の
様
子
で

は
、
二
〇
〇
一
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
、
そ
の
後
の

米
軍
の
介
入
以
降
、
治
安
が
最
悪
に
な
っ
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
基
地
病
院
も
残
念
な
が
ら
治
安
の
悪

化
等
に
よ
り
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
今

か
ら
考
え
る
と
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
お
よ
び
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
山
岳
地
帯
で
あ
の
よ
う
な
高
度
な
医

療
を
実
践
で
き
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
奇
跡
に
近
い

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
前
回
の
会
報
に
よ

り
ま
す
と
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
診
療
で
き
る
医
療
施

設
は
ア
フ
ガ
ン
国
内
で
は
皆
無
に
等
し
く
、
現
在

唯
一
残
っ
て
い
る
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
も
、
こ

の
政
情
下
で
ハ
ン
セ
ン
病
診
療
に
本
格
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
す
。
現
在
中
村
先

生
を
は
じ
め
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
が
、
生
命

の
危
険
を
冒
し
て
ま
で
も
用
水
路
の
建
設
に
奮
闘

し
て
お
ら
れ
、
多
く
の
人
々
が
そ
の
恩
恵
に
あ
ず

か
っ
て
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ

ン
に
再
び
平
和
が
訪
れ
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先
の
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
せ
め
て
以
前
の
よ
う
に
治

安
が
回
復
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
が
安
全

に
行
わ
れ
、
本
格
的
な
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
診
療

も
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

▼
寄
附
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ
▼

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」

で
す
。
お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て

は
税
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め

ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▼
郵
送
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
▼

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
は
発
送
代
行
業
者
を
通
し

て
別
納
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
差
出
人
欄
に
代

行
業
者
名
が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。

14ペシャワール会報　No.1132012 年 10 月 3 日

　
原
因
不
明
の
発
熱
患
者

　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。
私

は
一
九
九
七
年
よ
り
二
〇
〇
一
年
ま
で
、
現
地
で

医
師
と
し
て
、
主
に
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
お
よ
び
ア

フ
ガ
ン
難
民
の
診
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
今

回
、
ワ
ー
カ
ー
Ｏ
Ｂ
と
し
て
会
報
に
書
か
せ
て
頂

く
機
会
を
得
ま
し
た
の
で
、
当
時
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
で
の
臨
床
経
験
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
私
が
当
時
勤
務
し
て
い
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
Ｐ

Ｍ
Ｓ
基
地
病
院
に
は
、
多
く
の
持
続
す
る
発
熱
を

訴
え
る
患
者
が
来
院
さ
れ
ま
し
た
。
肺
炎
や
肺
結

核
な
ど
の
患
者
は
、
咳
、
痰
な
ど
の
臨
床
症
状
等

か
ら
容
易
に
診
断
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
発
熱
以

外
に
特
徴
的
な
症
状
を
訴
え
な
い
患
者
も
多
く
、

そ
の
よ
う
な
時
は
診
断
に
苦
慮
し
ま
し
た
。
現
地

で
は
こ
の
よ
う
な
原
因
不
明
の
発
熱
患
者
と
し
て

ま
ず
考
え
る
の
は
、
マ
ラ
リ
ア
、
腸
チ
フ
ス
及
び

肺
結
核
以
外
の
結
核
疾
患
︵
肺
外
結
核
︶で
す
。

マ
ラ
リ
ア
は
血
液
の
塗
抹
検
査
で
マ
ラ
リ
ア
原
虫

を
認
め
る
と
診
断
で
き
ま
す
が
、
技
術
的
な
問
題

な
ど
で
、
原
虫
を
認
め
な
く
て
も
マ
ラ
リ
ア
は
完

全
に
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
マ
ラ
リ
ア
お
よ
び
腸

チ
フ
ス
は
、
特
に
病
初
期
で
は
高
熱
を
発
す
る
の

み
で
診
断
に
苦
慮
し
ま
す
。
私
が
現
地
に
赴
任
し

た
当
初
、
こ
れ
ら
の
原
因
不
明
の
発
熱
患
者
に
対

し
て
は
、
い
ず
れ
も
高
価
な
マ
ラ
リ
ア
と
腸
チ
フ

ス
の
薬
を
同
時
に
投
与
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
解
熱
し
な
い
場
合
は
、
肺
外
結
核
を
疑
い
抗
結

核
薬
を
投
与
し
て
い
ま
し
た
。

　
腹
部
エ
コ
ー
に
よ
る
診
断

　
そ
こ
で
私
は
腹
部
エ
コ
ー
が
腸
チ
フ
ス
の
診
断

に
役
立
た
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
腸
チ
フ
ス
は

血
液
培
養
で
診
断
で
き
ま
す
が
、
こ
の
検
査
は
時

間
と
費
用
が
か
か
り
途
上
国
で
は
あ
ま
り
実
用
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
腸
チ
フ
ス
は
、
腸
チ
フ
ス
菌

が
経
口
感
染
後
小
腸
の
リ
ン
パ
組
織
に
達
し
、
腸

間
膜
リ
ン
パ
節
を
お
か
し
て
血
行
性
に
各
臓
器
に

転
移
巣
を
作
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
そ
の
当
時
、
シ
ャ
キ
ー
ル
医
師
を
中
心
と
し

た
ス
タ
ッ
フ
に
腹
部
エ
コ
ー
の
指
導
を
し
、
症
例

を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
腸
チ
フ
ス
患
者
で
は
腸

間
膜
リ
ン
パ
節
が
腫
大
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
我
々
は
腹
部
エ
コ
ー
で
腸
間
膜
リ
ン
パ
節
が

腫
大
し
て
い
る
患
者
を
腸
チ
フ
ス
と
考
え
て
抗
生

物
質
を
投
与
し
、
そ
れ
以
外
の
患
者
に
対
し
て
、

肺
外
結
核
や
そ
の
他
の
発
熱
疾
患
を
疑
う
所
見
の

な
い
場
合
に
は
マ
ラ
リ
ア
と
考
え
て
治
療
を
行
う

と
、
多
く
の
患
者
が
軽
快
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
腹
部
エ
コ
ー
を
使
っ
た
一
連
の

診
断
、
治
療
の
考
え
方
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
基
地
病
院
で
定

着
し
、
薬
剤
費
の
節
約
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
我
々
が
ま
と
め
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の

臨
床
経
験
を
基
に
し
た
腸
チ
フ
ス
に
関
す
る
論 ＰＭＳ基地病院に勤務当時。回診中の小林医師（左から２人目）

●
ワ
ー
カ
ー
Ｏ
Ｂ
報
告

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の
臨
床
経
験

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
医
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
晃
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︶に
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。
　
　

　
腹
部
エ
コ
ー
は
、
腸
チ
フ
ス
以
外
に
肺
外
結
核

︵
結
核
性
腹
膜
炎
、
腸
結
核
、
腎
結
核
等
︶等
の

発
熱
疾
患
の
診
断
に
も
現
地
で
は
役
立
ち
ま
し

た
。
ま
た
比
較
的
安
価
で
発
展
途
上
国
で
も
手
に

入
れ
や
す
く
、
持
ち
運
び
可
能
な
機
種
も
あ
り
、

発
電
機
が
あ
れ
ば
使
用
可
能
で
す
。
他
の
途
上
国

で
も
腹
部
エ
コ
ー
が
、
原
因
不
明
の
発
熱
患
者
の

診
断
お
よ
び
治
療
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
と
考
え

ま
す
。

　
治
安
回
復
と
診
療
再
開
を
祈
る

　
私
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
離
れ
て
一
〇
年
以
上
に

な
り
ま
し
た
。
会
報
か
ら
知
る
現
地
の
様
子
で

は
、
二
〇
〇
一
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
、
そ
の
後
の

米
軍
の
介
入
以
降
、
治
安
が
最
悪
に
な
っ
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
基
地
病
院
も
残
念
な
が
ら
治
安
の
悪

化
等
に
よ
り
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
今

か
ら
考
え
る
と
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
お
よ
び
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
山
岳
地
帯
で
あ
の
よ
う
な
高
度
な
医

療
を
実
践
で
き
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
奇
跡
に
近
い

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
前
回
の
会
報
に
よ

り
ま
す
と
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
診
療
で
き
る
医
療
施

設
は
ア
フ
ガ
ン
国
内
で
は
皆
無
に
等
し
く
、
現
在

唯
一
残
っ
て
い
る
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
も
、
こ

の
政
情
下
で
ハ
ン
セ
ン
病
診
療
に
本
格
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
す
。
現
在
中
村
先

生
を
は
じ
め
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
が
、
生
命

の
危
険
を
冒
し
て
ま
で
も
用
水
路
の
建
設
に
奮
闘

し
て
お
ら
れ
、
多
く
の
人
々
が
そ
の
恩
恵
に
あ
ず

か
っ
て
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ

ン
に
再
び
平
和
が
訪
れ
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先
の
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
せ
め
て
以
前
の
よ
う
に
治

安
が
回
復
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
が
安
全

に
行
わ
れ
、
本
格
的
な
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
診
療

も
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

▼
寄
附
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ
▼

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」

で
す
。
お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て

は
税
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め

ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▼
郵
送
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
▼

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
は
発
送
代
行
業
者
を
通
し

て
別
納
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
差
出
人
欄
に
代

行
業
者
名
が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。

14ペシャワール会報　No.1132012 年 10 月 3 日

　
原
因
不
明
の
発
熱
患
者

　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。
私

は
一
九
九
七
年
よ
り
二
〇
〇
一
年
ま
で
、
現
地
で

医
師
と
し
て
、
主
に
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
お
よ
び
ア

フ
ガ
ン
難
民
の
診
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
今

回
、
ワ
ー
カ
ー
Ｏ
Ｂ
と
し
て
会
報
に
書
か
せ
て
頂

く
機
会
を
得
ま
し
た
の
で
、
当
時
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
で
の
臨
床
経
験
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
私
が
当
時
勤
務
し
て
い
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
Ｐ

Ｍ
Ｓ
基
地
病
院
に
は
、
多
く
の
持
続
す
る
発
熱
を

訴
え
る
患
者
が
来
院
さ
れ
ま
し
た
。
肺
炎
や
肺
結

核
な
ど
の
患
者
は
、
咳
、
痰
な
ど
の
臨
床
症
状
等

か
ら
容
易
に
診
断
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
発
熱
以

外
に
特
徴
的
な
症
状
を
訴
え
な
い
患
者
も
多
く
、

そ
の
よ
う
な
時
は
診
断
に
苦
慮
し
ま
し
た
。
現
地

で
は
こ
の
よ
う
な
原
因
不
明
の
発
熱
患
者
と
し
て

ま
ず
考
え
る
の
は
、
マ
ラ
リ
ア
、
腸
チ
フ
ス
及
び

肺
結
核
以
外
の
結
核
疾
患
︵
肺
外
結
核
︶で
す
。

マ
ラ
リ
ア
は
血
液
の
塗
抹
検
査
で
マ
ラ
リ
ア
原
虫

を
認
め
る
と
診
断
で
き
ま
す
が
、
技
術
的
な
問
題

な
ど
で
、
原
虫
を
認
め
な
く
て
も
マ
ラ
リ
ア
は
完

全
に
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
マ
ラ
リ
ア
お
よ
び
腸

チ
フ
ス
は
、
特
に
病
初
期
で
は
高
熱
を
発
す
る
の

み
で
診
断
に
苦
慮
し
ま
す
。
私
が
現
地
に
赴
任
し

た
当
初
、
こ
れ
ら
の
原
因
不
明
の
発
熱
患
者
に
対

し
て
は
、
い
ず
れ
も
高
価
な
マ
ラ
リ
ア
と
腸
チ
フ

ス
の
薬
を
同
時
に
投
与
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
解
熱
し
な
い
場
合
は
、
肺
外
結
核
を
疑
い
抗
結

核
薬
を
投
与
し
て
い
ま
し
た
。

　
腹
部
エ
コ
ー
に
よ
る
診
断

　
そ
こ
で
私
は
腹
部
エ
コ
ー
が
腸
チ
フ
ス
の
診
断

に
役
立
た
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
腸
チ
フ
ス
は

血
液
培
養
で
診
断
で
き
ま
す
が
、
こ
の
検
査
は
時

間
と
費
用
が
か
か
り
途
上
国
で
は
あ
ま
り
実
用
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
腸
チ
フ
ス
は
、
腸
チ
フ
ス
菌

が
経
口
感
染
後
小
腸
の
リ
ン
パ
組
織
に
達
し
、
腸

間
膜
リ
ン
パ
節
を
お
か
し
て
血
行
性
に
各
臓
器
に

転
移
巣
を
作
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
そ
の
当
時
、
シ
ャ
キ
ー
ル
医
師
を
中
心
と
し

た
ス
タ
ッ
フ
に
腹
部
エ
コ
ー
の
指
導
を
し
、
症
例

を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
腸
チ
フ
ス
患
者
で
は
腸

間
膜
リ
ン
パ
節
が
腫
大
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
我
々
は
腹
部
エ
コ
ー
で
腸
間
膜
リ
ン
パ
節
が

腫
大
し
て
い
る
患
者
を
腸
チ
フ
ス
と
考
え
て
抗
生

物
質
を
投
与
し
、
そ
れ
以
外
の
患
者
に
対
し
て
、

肺
外
結
核
や
そ
の
他
の
発
熱
疾
患
を
疑
う
所
見
の

な
い
場
合
に
は
マ
ラ
リ
ア
と
考
え
て
治
療
を
行
う

と
、
多
く
の
患
者
が
軽
快
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
腹
部
エ
コ
ー
を
使
っ
た
一
連
の

診
断
、
治
療
の
考
え
方
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
基
地
病
院
で
定

着
し
、
薬
剤
費
の
節
約
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
我
々
が
ま
と
め
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の

臨
床
経
験
を
基
に
し
た
腸
チ
フ
ス
に
関
す
る
論 ＰＭＳ基地病院に勤務当時。回診中の小林医師（左から２人目）

●
ワ
ー
カ
ー
Ｏ
Ｂ
報
告

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の
臨
床
経
験

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
医
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
晃

2013年カレンダー

「華・獣・人」
画・甲斐大策

一公9い1『l野孔9F
A2判変型（画・7点）

定価：1500円（税、送料込み）

今年も‘恒例のカレンダーを制作しました。

同封のハガキでご予約いただけますので、お

早めにご注文ください（ご友人・知人の方々 へ

のプレゼントも承ります）。
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会
　
　
　
則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、﹁
支

え
合
い
﹂
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員
一
、

〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇
円
の
年

会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

︵
〒
八
一
〇̶

〇
〇
四
一
　
福
岡
市
中
央
区
大

名
一
丁
目
一
〇̶

二
五
　
上
村
第
二
ビ
ル
六
〇

三
号
℡
〇
九
二̶

七
三
一̶

二
三
七
二
︶内
に

お
く
。

●
事
務
局
便
り

＊
今
回
の
中
村
医
師
の
報
告
で
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
マ
ル
ワ
リ

ー
ド
用
水
路
全
線
の
受
益
村
落
が
責
任
を
持
っ
て
用
水
路
の
維

持
に
協
力
し
、
年
二
回
の
浚
渫
作
業
を
定
例
化
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
九
月
九
日
に
は
全
村
自
治
会
に
よ
っ
て

﹁
一
斉
浚
渫
﹂
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
用
水
路
を
、

将
来
に
わ
た
っ
て
保
全
・
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
の
基
礎
が
で
き

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
三
年
の
三
月
、
用
水
路
建
設
に
着
工
し
て
す
で
に
一

〇
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
専
門
家
に
助
言
を
求
め
る

と
、﹁
あ
な
た
方
は
、
水
利
権
や
塩
害
の
問
題
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
﹂
と
問
い
返
さ
れ
た
。
専
門
家
に
よ
る
と
、

そ
う
い
う
問
題
の
事
前
調
査
を
行
っ
た
上
で
な
い
と
、
工
事
は

や
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
経
緯
は
省
く
が
、

現
在
で
は
、
現
地
事
業
は
日
本
の
農
業
土
木
の
専
門
家
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。
蛇
籠
工
や
柳
枝
工
に
斜
め
堰
、
石
出
し

水
制
と
い
う
伝
統
工
法
を
駆
使
し
た
事
業
を
、﹁
農
業
土
木
の

原
点
﹂
で
あ
る
と
言
う
専
門
家
も
あ
る
。
蛇
籠
工
や
柳
枝
工
と

い
う
伝
統
工
法
は
、
い
わ
ば
骨
董
的
な
工
法
で
あ
る
が
、
環
境

問
題
や
生
物
多
様
性
が
前
面
に
出
て
く
る
時
代
で
は
、
あ
る
意

味
最
前
線
の
工
法
と
も
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今

回
、
製
作
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
﹁
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
　
干
ば
つ
の
大
地

に
用
水
路
を
拓
く
　
治
水
技
術
の
七
年
﹂︵
企
画
・
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
／
製
作
・
日
本
電
波
ニ
ュ
ー
ス
社
／
朗
読
・
菅
原
文
太

／
七
三
分
　
税
込
・
送
料
込
　
二
六
二
五
円
︶に
は
、
技
術
的

な
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
用
水
路
事
業
の
七
年
が
詳
細
簡
明
に
記
録

さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
頂
き
た
い
。
ま
た
会
場
の
大
小

に
関
わ
ら
ず
、
上
映
会
に
つ
い
て
も
企
画
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
こ
の
一
〇
年
、
現
地
の
治
安
悪
化
に
加
え
、
旱
魃
の
中
で
の

洪
水
、
集
中
豪
雨
、
砂
嵐
と
自
然
災
害
に
襲
わ
れ
な
が
ら
も
現

地
事
業
は
、
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
日
本
側
も
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
不
況
感
の
な
か
で
三
・
一
一
東
日
本
大
震
災

が
起
こ
り
、
財
政
的
な
危
機
感
の
中
で
、
広
報
・
募
金
活
動
が

行
わ
れ
、
な
ん
と
か
安
定
し
た
支
援
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
揺
る
が
ぬ
支
持
に
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。

＊
こ
の
夏
八
月
二
六
日
で
、
伊
藤
和
也
君
を
亡
く
し
て
ま
る
四

年
に
な
る
。
蝉
時
雨
の
中
、
墓
前
に
そ
の
後
の
現
地
事
業
に
つ

い
て
報
告
し
て
き
た
。
ご
両
親
も
現
地
事
業
に
深
く
関
心
を
持

た
れ
て
お
り
、
建
設
予
定
の
女
子
学
童
校
舎
へ
の
﹁
伊
藤
和
也

ア
フ
ガ
ン
菜
の
花
基
金
﹂
か
ら
の
寄
付
を
申
し
出
ら
れ
た
。

○ぺ
村
か
ら—

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

♪

毎
週
水
曜
日
の
夜
、
仕
事
帰
り
に
事
務
局
に
通
い
始
め
て
か
ら

二
〇
年
経
ち
ま
し
た
。
現
地
の
活
動
も
医
療
か
ら
現
地
の
状
況

に
よ
っ
て
変
わ
り
、
今
は
用
水
路
建
設
が
主
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
人
々
の
命
を
守
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
か

ら
写
真
展
の
担
当
に
な
り
一
年
過
ぎ
ま
し
た
。
会
場
で
の
写
真

の
展
示
と
説
明
等
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
会
場
に
足
を
運

び
、
医
療
の
最
初
の
一
枚
か
ら
最
後
ま
で
熱
心
に
見
て
下
さ
い

ま
し
た
皆
様
と
主
催
者
の
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
。︵
Ｆ
︶
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朕者、川水路を拓く
アフガンの大地から世界の虚構に挑む

中村哲用水路建設事業の7年をつ
づった感動の記録 【3刷】1890円

辺境で診る辺境から見る
【3刷】1890円

医者井戸を掘る器晶

医は国境を越えて界妬

ダラエ・ヌ―ルヘの道
【重版•5刷】 2100円
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愚者甲斐大策
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福岡市中央区渡辺通2-3-24
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人は愛するに足り、
真心は伯ずるに足る
アフガンとの約束

中村哲／澤地久枝（聞き手）
1995円
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電話03(5210)4000
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